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酒井司教の講話

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

神
さ
ま
と
出
会
っ
た
時
の
こ
と

■
第
16
回

畠

基
幸

神
父

︵
御
受
難
修
道
会
・
日
生
中
央
教
会
)

■

～
エ
マ
オ
へ
の
道
で
～

サ
ク
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ア
で
偶
数
月

に
開
催
中

自
分
の
召
命
の
道
を
思
い
起
こ

す

と
︑
�
ゆ

る

し

の

秘

跡
�
と

�
按
手
�
︑
神
様
と
出
会
う
体
験
が

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
︒
こ
の
二
つ

は
聖
霊
降
臨
の
霊
性
と
も
言
え
る
︒

使
徒
た
ち
が
聖
霊
に
満
た
さ
れ
︑

使
徒
と
し
て
の
働
き
を
す
る
よ
う

に
︑
復
活
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
に
出

会
い
︑
キ
リ
ス
ト
が
自
分
の
中
に

入
っ
て
く
る
体
験
を
し
た
︒
振
り

返
れ
ば
︑
罪
を
犯
し
た
み
じ
め
な

時
こ
そ
︑
主
は
一
番
近
く
に
来
ら

れ
て
い
た
︒

10
歳
の
時
︑
京
都
の
河
原
町
教

会
で
受
洗
︒
当
時
︑
毎
週
ゆ
る
し

の
秘
跡
を
受
け
て
い
た
が
︑
義
務

的
な
た
だ
の
報
告
会
で
︑
痛
悔
な

ど
な
か
っ
た
︒
夏
休
み
に
は
︑
神

言
会
の
侍
者
講
習
会
に
毎
年
参
加

し
た
︒
仲
間
が
で
き
優
し
い
司
祭

と
の
出
会
い
も
あ
り
︑
ぼ
ん
や
り

と
司
祭
職
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
︒

浪
人
中
家
業
の
牛
乳
配
達
で
交
通

事
故
に
遭
い
︑
九
死
に
一
生
を
得

た
の
で
︑
浪
人
二
年
目
に
は
︑
一

層
隠
れ
た
願
望
が
日
ご
と
募
り
︑

新
し
い
聖
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
聖
ザ
ビ
エ
ル
に
向
か
い
�
上
智

大
学
に
合
格
さ
え
で
き
た
ら
司
祭

に
な
り
ま
す
�
と
誓
っ
た
︒

大
学
３
年
の
時
︑
そ
の
誓
い
が

気
に
な
り
︑
神
学
生
志
望
の
友
人

に
誘
わ
れ
︑
�
︵
御
受
難
会
)
十
字

路
の
会
�
の
カ
テ
キ
ズ
ム
に
参
加

し
た
︒
講
話
を
聞
い
て
い
る
と
︑

後
ろ
か
ら
︑
ウ
ォ
ー
ド
・
ビ
ド
ル

神
父
の
も
の
す
ご
く
熱
い
視
線
を

感
じ
た
︒
�
あ
な
た
は
と
て
も
い

い
青
年
で
す
ね
�
と
話
か
け
ら
れ

た
が
︑
�
私
は
い
い
青
年
で
は
な

い
︒
私
は
愛
を
知
り
ま
せ
ん
�
と

答
え
る
と
︑
ウ
ォ
ー
ド
神
父
は
怒

っ
た
顔
を
し
て
︑
私
を
別
の
部
屋

に
連
れ
て
行
き
︑
悪
霊
を
追
い
出

す
よ
う
な
祈
り
と
按
手
を

さ
れ
た
︒
そ
の
時
か
ら
︑

身
体
の
中
に
力
が
入
り
︑

熱
を
感
じ
て
眠
れ
な
く
な

っ
た
︒

そ
の
後
︑
長
崎
の
友
人

宅
に
遊
び
に
行
っ
た
帰
り
の
こ
と
︒

国
鉄
の
ス
ト
で
福
岡
に
足
止
め
さ

れ
た
︒
せ
っ
か
く
な
の
で
福
岡
に

い
る
ウ
ォ
ー
ド
神
父
に
電
話
し
︑

黙
想
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
︒

そ
し
て
そ
の
夜
︑
私
は
�
パ
ウ

ロ
！
�
と
︑
自
分
の
名
を
呼
ぶ
声

を
聴
い
た
︒
突
然
︑
過
去
の
出
来

事
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
浮
か

ん
だ
︒
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
く
︑
愛
さ
れ
て
い
た
︒

そ
し
て
︑
今
ま
で
誰
に
も
話
せ
な

か
っ
た
︑
人
を
傷
つ
け
た
体
験
を

思
い
出
し
た
︒
愛
さ
れ
て
い
な
い

と
思
う
原
因
は
︑
そ
こ
に
あ
っ
た
︒

翌
朝
神
父
を
待
ち
構
え
︑
そ
の
体

験
を
告
白
し
た
︒
す
る
と
急
に
す

べ
て
が
明
る
く
な
り
︑
今
ま
で
緊

張
し
て
い
た
も
の
が
全
部
解
き
放

た
れ
た
︒

そ
の
後
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
１
年

留
学
し
た
︒
解
放
さ
れ
た
気
分
か

ら
︑
熱
心
に
勉
強
も
し
た
が
女
性

に
も
心
を
奪
わ
れ
た
︒
そ
の
た
め

司
祭
に
な
る
べ
き
か
社
会
人
に
な

る
べ
き
か
︑
決
断
で
き
ず
に
い
た
︒

帰
国
の
直
前
︑
絶
景
地
バ
ナ
ウ

エ
・
ラ
イ
ス
テ
ラ
ス
に
出
か
け
た
︒

途
中
︑
有
名
な
聖
母
マ
リ
ア
像
の

あ
る
観
想
修
道
院
で
︑
�
司
祭
に

な
り
た
い
が
︑
欲
望
に
か
ら
れ
た

私
は
司
祭
に
な
れ
な
い
�
と
悩
み

を
書
き
︑
祈
っ
て
も
ら
っ
た
︒
そ

の
帰
り
︑
半な

か

ば
あ
き
ら
め
た
気
持

ち
で
︑
現
地
の
あ
る
店
に
入
っ
た

と
こ
ろ
︑
壁
全
体
に
イ
エ
ス
の
御

顔
が
現
れ
︑
バ
チ
ッ
と
音
が
し
た
︒

そ
の
瞬
間
︑
一
切
の
欲
望
が
消
え

た
︒
し
か
し
︑
旧
約
聖
書
に
は
神

の
顔
を
見
た
ら
死
ぬ
と
書
か
れ
て

い
る
︒
事
故
に
遭あ

う
の
で
は
と
怖

く
な
り
︑
�
日
本
に
着
い
た
ら
︑

私
は
約
束
通
り
あ
な
た
に
し
た
が

い
ま
す
�
と
お
祈
り
し
︑
帰
国
前

に
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
受
け
た
︒

無
事
に
日
本
に
到
着
し
︑
す
ぐ

に
か
の
神
父
に
電
話
を
し
た
︒
宝

塚
の
売め

布ふ

で
集
ま
り
を
し
て
い
る

か
ら
来
な
さ
い
と
言
わ
れ
︑
初
め

て
御
受
難
会
の
黙
想
の
家
に
行
っ

た
︒
ク
レ
メ
ン
ト
神
父
が
管
区

長
に
選
出
さ
れ
︑
新
し
い
方
針

と
し
て
召
命
に
力
を
入
れ
る
と

い
う
お
祈
り
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
︑
私
が
ふ
す
ま
を
開
け
て

顔
を
出
し
た
︒
�
召
命
が
来

た
！
�
と
︑
何
も
審
査
な
く
御

受
難
会
の
神
学
生
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
︒
卒
業
式
を
待
た
ず
修

練
に
入
り
︑
１
９
８
３
年
�
あ

が
な
い
�
の
特
別
聖
年
の
年
に

司
祭
叙
階
の
恵
み
を
受
け
た
︒

一
粒
の
麦
が
地
に
落
ち
て
死

ね
ば
、
多
く
の
実
を
結
ぶ
。

死
な
な
け
れ
ば
一
粒
の
ま
ま
、

死
ね
ば
多
く
の
実
を
結
ぶ
。

ヨ
ハ
ネ

12
・
24

イ
エ
ス
の
御
顔
を
仰
い
で
50

年
に
な
る
︒
私
が
司
祭
に
な
る

時
︑
自
分
か
ら
何
か
を
し
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

他
者
の
た
め
に
︑
イ
エ
ス
は
生

き
て
お
ら
れ
る
︒
も
し
わ
た
し

を
使
っ
て

頂
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く

思
う
︒

オ
ラ
デ
レ
・
シ
リ
ロ
神
父
︵
ス
ペ

イ
ン
外
国
宣
教
会
︶
は
︑
６
月
20
日

(
ス
ペ
イ
ン
時
間
)
︑
帰
天
︒
88
歳
︒

ス
ペ
イ
ン
出
身
︒

６月７日、13時〜16時30分まで教区本

部事務局１階で、�社会福音化部門のつ

どい�が行われた。今回は各地区の社会

活動委員会の代表、スタッフ、担当司祭

６人、その他関心のある人たちを含め総

勢70人が参加した。

はじめの祈りと聖年のテーマソング

�希望の巡礼者�の斉唱に続いて、社会

福音化部門長の酒井俊弘補佐司教による

もっと社会に関わる教会となるには

テーマについての講話が行われた。酒井司教は社会における教会

の役割について月刊�福音宣教	６月号(オリエンス宗教研究所)

掲載の松村繁彦神父の記事�社会は教会、小教区はその一部�を

紹介しながら説明した。�私たちが働きかける対象は、圧倒的に

教会外部の人びとの方が多いのです。小教区は教区を細分化した

地域であり、個々の教会堂がそのまま小教区を意味するわけでは

ありません。小教区の人とはその教会が受け持つエリア内にいる

人すべてが対象であり、信者だけを対象にしているわけではあり

ません。その地域に病院や学校、その他の施設があればそれも小

教区なのです�との松村神父の指摘は旧大阪教区�新生の明日を

求めて	の中で言われている�地域の中で生きる教会�の在り方

を具体的に説明していると述べた。そして�自分の所属する教会

は、社会から見ればどんな教会なのか。地域の中でアテにされる

存在なのか�という視点をもつことが大切であると強調した。

また、教会の活動とボランティア団体の活動の違いについて触

れ、マザー・テレサがよく語った�どのような仕事をするかが重

要ではなく、キリストを愛することが大切である�という心の姿

勢を持つようにと述べた。また前教皇フランシスコの残した�信

仰は暗闇をすべて打ち払う光ではないが、夜の闇の中でわたした

ちの歩みを導く灯で、歩むために十分な光である�、�神はともに

いて同伴するというかたちでこたえてくださる�という言葉も紹

介した。

終わりに新教皇レオ14世の�常に神の言葉を聴くこと、次に他

者を聴き､橋を架けることを知り､裁くことなく聴き、互いに聞き

合い、この対話の中で主がわたし

たちをどこへと呼びかけているの

かを見極めることが重要�という

言葉を引用し、これからの教会が

目指す方向をユーモアも交えなが

ら話した。その後、以下の６つの

分科会に分かれて�霊における会

話�形式の分かち合いが行われた。

①地球の叫びにこたえて（正義と平和)

②能登地震 あの時わたしたちは何をしたか？（カリタス)

③合理的配慮（障がい者委員会)

④差別について考える（部落差別・人権委員会)

⑤船員さんについて知ろう（船員司牧)

⑥戦禍・迫害を逃れて（難民移住移動者)

最後の�祈りの集い�では、各分科会で話し合われたことの発

表と、新たな一歩を踏み出そうという決意を自分たちの祈りとし

てささげた。

今年のつどいは直接の対話を大切にしたいと考え、オンライン

での対応は実施しなかった。第２弾として11月22日(土)に四国カ

トリック会館で開催することが予定されている。

（文 シナピス事務局)

１
９
６
２
年
司
祭
叙
階
︒
叙
階
後

ア
メ
リ
カ
で
宣
教
活
動
︒
68
年
来
日

し
て
日
本
語
研
修
︒
71
年
坂
出
教
会

助
任
︑
72
年
甲
子
園
教
会
主
任
司
祭

を
務
め
る
︒
78
年
マ
ニ
ラ
で
研
修
︒

79
年
暁
光
会
(
西
成
区
・
高
知
県
)
の

手
伝
い
︒
86
年
洲
本
教
会
・
96
年
枚

岡
教
会
の
主
任
︒
98
年
帰
国
︒
２
０

０
３
年
再
来
日
︑
武
庫
之
荘
教
会
の

主
任
︒
４
年
～
12
年
神
戸
東
ブ
ロ
ッ

ク
(
神
戸
中
央
・
住
吉
教
会
)
共
同
宣

教
司
牧
︒
12
年
帰
国
︒

◆

◆

フ
ラ
ン
ス
・
セ
ル
ク
神
父
︵
淳
心

会
︶
は
︑
６
月
30
日
︑
呼
吸
不
全
の

た
め
姫
路
聖
マ
リ
ア
病
院
で
帰
天
︒

100
歳
︒
ベ
ル
ギ
ー
出
身
︒

１
９
４
８
年
司
祭
叙
階
︒
49
年
来
日
︒

50
年
赤
穂
教
会
助
任
︑
52
年
龍
野
教
会

助
任
︒
55
年
笠
岡
教
会
(
広
島
教
区
)
助

任
︒
59
年
赤
穂
教
会
主
任
︒
67
年
網
干

教
会
主
任
︒
73
年
よ
り
淳
心
学
院
総
務

及
び
常
務
理
事
を
務
め
る
︒
89
年
水
島

教
会
(
広
島
教
区
)
主
任
︒
91
年
淳
心
会

本
部
(
姫
路
)
で
会
計
係
︒

２
０
０
０
年
よ
り
淳
心
会
仁
豊
野
レ

ジ
デ
ン
ス
で
静
養
し
つ
つ
15
年
ま
で
淳

心
の
家
の
運
営
を
務
め
た
︒

�
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
︑
す
べ
て

の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
�

そ
の
言
葉
の
通
り
︑
生
涯
を
日
本
の
宣

教
に
さ
さ
げ
た
︒

◆

◆

Sr
マ
リ
ア
・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
中
瀬
ス

エ
子
(
大
阪
聖
ヨ
ゼ
フ
宣
教
修
道
女
会
)

は
︑
６
月
28
日
︑
う
っ
血
性
心
不
全
の

た
め
ド
ム
ス
ガ
ラ
シ
ア
で
帰
天
︒
86
歳
︒

石
川
県
出
身
︒
奉
献
生
活
61
年
︒

社会福音化部門のつどい

各分科会で�霊における会話�

形式の分かち合い

１
９
６
３
年
初
誓
願
後
︑
ガ
ラ
シ
ア

病
院
︑
百
合
学
院
︑
司
教
館
奉
仕
と
幅

広
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︒



⑹ （定価50円 〒117・1年2,000円 〒共) カ ト リ ッ ク 大 阪 高 松 教 区 報 毎月1回1日発行 2025年8月1日 第17号



⑺ （定価50円 〒117・1年2,000円 〒共) OSAKA TAKAMATSU CATHOLIC NEWS 毎月1回1日発行 2025年8月1日 第17号



⑻ （定価50円 〒117・1年2,000円 〒共) カ ト リ ッ ク 大 阪 高 松 教 区 報 毎月1回1日発行 2025年8月1日 第17号

信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

当面休止

主催･問 使徒職養成委員会

☎06-6941-9700

講座◆小さくされた人々の

ための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村

☎070-5045-7127

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 ９/７(日)〜９/28(日)

14:00〜15:30(４回)

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 ９/７(日)〜９/28(日)

14:00〜16:00 (４回)

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

８月はお休み

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

聴覚障がい者ボランティア

会◆聖書の手話表現の学

び･教区活動の手話通訳者

派遣

対象 手話に興味をお持ち

の方

※手話講習会ではあ

りません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

８月はお休み

場所 姫里集会所

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

８月はお休み

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:30〜15:00

８月はお休み

問 森田 ☎079-426-5704

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

聞かせてください 神さまと出

会った時のこと〜エマオへの道

で〜◆大阪高松教区で働く司

祭･修道者ご自身の体験をきく

日時 10/６(月)18:00〜19:30･

10/７(火)10:30〜12:00

お話 馬込新吉神父

(マリア会･大阪明星学園理事長)



コレーン神父の聖書講座◆

�ルカ福音書における受

難・復活物語・ルカからの

メッセージ�全４回

日時 ９/22(月)･10/20(月)･

11/10(月)･12/８(月)

13:30〜15:00



和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべイエス�

日時 ８月はお休み



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

日時 ８月はお休み

サクラ ファミリア主催
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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か
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ん
で
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︒
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ま
で
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家
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結
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つ
け
︑
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ご
家
族
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ら
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安
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感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
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た
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信
徒
が
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ご
家
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で
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っ
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岸
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区

青
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令
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

祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日19:00〜19:30

問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@ostk.catholic.jp

【10日間コース】

８/14(木)18:00〜

８/23(土)朝食

指導 Sr木村恭子

(援助修道会会員）

田島かなめ

(CLC ク リ ス チャ ン

ライフコミュニティ

会員・信徒）

参加費

【５日間コース】 ￥40,000

【10日間コース】 ￥74,000



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111

８月司教予定

・８/３ 甲子園教会堅信式(†S)
・８/５〜６ 広島平和行事

(†M)(†S)
・８/８〜９ 長崎平和行事(†M)
・８/10 兵庫教会60周年(†S)
・８/13 徳島地区平和祈願ミサ(†S)
・８/23 兵庫カトリック学園

教職員研修会(†S)
・８/26 カトリック幼保連研修会

(†S)
・８/29〜31 カトリック教育学会

(†S)

†Ｍ＝前田万葉大司教
†Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

場所 教区本部事務局

１階会議室

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 第３(日)14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のある方、視覚障が

い者の情報共有に関

心のある方

日時･場所

奇数月 第２(火)

13:30〜15:00

姫里集会所

偶数月 第２(水)

13:30〜15:30

北須磨教会

宝塚黙想の家

◆個人同伴による聖イグナ

チオの霊操

日時 【５日間コース】

①８/14(木)18:00〜

８/18(月)朝食

②８/19(火)18:00〜

８/23(土)朝食

黙 想 会

�行事等日程�以外

大阪JOC◆働き方や生き

方について現状から共に考

集 い

える15〜35歳までの若

者の集い

日時 第２(土)

14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンタ

ー(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エ

ッファタ！”練習会◆

教区ミサに要約筆記

(文字表示)をつけるボ

ランティア

日時 第２(水)

10:00〜12:00

�ミサ関係者と障がい者･ヘルパーの方のために､当日大阪カテドラルから

高松桜町教会・コンカテドラルまでのバスをチャーターします。障がい者

委員会(dis@ostk.catholic.jp)までお問い合わせください�

映
画
紹
介

｢
長
崎
︱
閃
光
の
影
で

｣

日本カトリック司教協議会推薦
被爆80年にあわせ、映画�長崎−閃光の影で−�が
公開されます。
長崎出身で被爆３世の松本准平監督が、原爆投下直

後の長崎で救護にあたった看護学生を描いた作品です。
カトリック信者である監督の視点から、カトリックに
関する描写が随所に盛り込まれ、日本カトリック司教
協議会の初の推薦作品となりました。
教皇フランシスコが紹介した�焼き場に立つ少年�

のシーンや、若き看護師たちが戦争にどう向き合った
かを描くことで、現代への問いかけも含まれています。
ぜひご覧ください。

戦
後
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年
の
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︑

ご
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

核

戦
争

人
間

い
の
ち

信
仰
と
は

８月１日より全国公開


